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I．OPUSER部品作成 

1.0：部品の構成について 
OPUSERの部品『パーツ(Parts)』は、シンボル(Symbols)とパッケージ(Package)を組み合わせて 1つの

部品として登録されています。パッドサイズ、ホールサイズはパッケージに登録されている『パッドス

タック(Padstacks)』に含まれています。

Patsを開くと、下画面の様に表示されます 

パーツ 

Parts 

シンボル

Symbols 

パッケージ 

Package 

パッドスタック 

Padstacks 

部品詳細 

構成グループ(ピン割当) 

パッケージ 

シンボル
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2.0：既存部品の編集方法 
新規部品を作成する前に、使用する部品が既存ライブラリに存在するか確認します。 

使用する部品に近似しているものがあれば、その部品を編集して新規保存し使用します。 

部品が見つからない場合は新規にて部品を作成します。 

 
 

2-1：既存部品の検索方法 
 

OPUSERを起動しプロジェクトエクスプローラーからライブラリを選択、右クリックメニューからライ

ブラリエクスプローラを選択します。 

 
 

ライブラリエクスプローラが起動します 
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2-1-1：部品の登録情報の更新 

ここではソフトインストール後に、既存部品ライブラリを有効にする手順となります。 

ライブラリエクスプローラ画面で、メニュー『表示』/『検索シーケンス』を選択します。  

 
 

ライブラリ検索シーケンス画面の『部品』タブで、使用するライブラリにチェック(登録)します。通常は

全てのライブラリをチェックします。同様に検索シーケンス画面のタブ『シンボル』『パッケージ』『パ

ッドスタック』についても、ライブラリにチェック(登録)を付けます。最後に『承認』ボタンをクリック

すると、ライブラリを使用できるようになります。 

 

 

ライブラリ検索シーケンスによって上

に表示されているもの程、優先順位が

高い事を意味し、複数のライブラリに

同名の部品記号が登録されている場

合、順位の高いライブラリから参照さ

れ、順位の低いライブラリは無視され

ます。 

 
 

順位を移動する場合は、ライブラリを

クリックして反転表示させ、↑ ↓ボタン

を使用します。 

 
 

新規部品保存時に「検索トップへ登録」

へチェックを入れることにより、優先

順位を上に上げ保存することができま

す。 
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2-1-2：ライブラリについて 
 

OPUSERの部品には次の 4種類のライブラリファイルがあります。 

 
 

 
部品ライブラリ。パッケージライブラリとシンボルライブラリを登録し、ピンの割付を登録

する。回路図作成や基板パターンでは、この部品ライブラリを使用する。 

 
 

 回路シンボルライブラリ。ピン、ピン名称、シンボルが登録 

 

 
パッケージ(部品形状)ライブラリ。パッド配置位置と部品形状が登録 

 

 
スルーホール実装用部品を挿入する穴の表面周囲に設けた円形や四角形のはんだ付け

用の銅箔をパッドという(ランドともいう)。このライブラリには各部品に使用するパ

ッドのみをが登録 

 

2-1-3：部品の確認方法 

使用する部品を Partsライブラリから探します。 

 

 

Partsの名前には下記ようのな部品名を使用しています。 

 

抵抗：RES 

コンデンサ：CAP 

ダイオード：DIODE 

コネクタ：CONN 

電源：GNDVCC 

 
 
 

使用する部品のパーツフォルダを選択します。 
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ライブラリエクスプローラ右ウィンドウに登録されている部品が表示されます。 

 
 

 

メニュー表示からプレビュー/シンボル/パッケージのプレビューにチェック

を入れ、プレビューにてシンボルとパッケージの確認ができます。 

 

 

パッケージの寸法を確認するには、部品を選択し、右クリックメニューから『パッケージを見る』を選

択します。 

寸法が表示されていない場合は、画面上で右クリックメニュー表示から寸法を選択します。 
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2-1-4：部品の検索方法 
 

ライブラリブラウザを使用して部品検索をします。 

 

編集からライブラリブラウザを選択しま

す。 

 

 

 

ライブラリブラウザが起動します。 

 

 

部品名称が分かる場合について 

 

部品名称がわかる場合は、名称へ部品名を

入力します。 

 

例『PIC12C508*』 

末尾にはアスタリスク(＊)を入力します。 

 

検索開始を選択します。 
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検索結果が下画面へ表示されます、部品を

確認するには、部品を選択し、右クリック

メニューから確認ができます。 

 

 

キーワードから検索する場合について 

 

キーワードから検索する場合は、名称へ入

力します。 

 

例『*555*』 

キーワード前後にアスタリスクを入力し

ます。 

 

検索開始を選択します。 
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表面実装用のコンデンサを検索する場合について 

 

 
 

パッケージタイプから SMDを選択します。 

 

 
 

 
 

シュミレーション機能から「Capacitor」を選択し、

検索を行います。 
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シンボル名・パッケージ名を指定して検索 

 

 

例)コンデンサ・ピッチ 0.2

インチを検索する場合 

 
 

シンボルへ『CAP』と入力 

 

パッケージ『C/L200*』と入

力 

 
 
 
 

検索開始をクリックします 

 

例)抵抗・ピッチ 0.2インチ 

シンボル：RES 

パッケージ：R/L200* 

 

シンボル名について 

シンボル名には下画面のように名前がつけられています 

 

抵抗：RES 

 

ボリューム：RESPOT 

 

コンデンサ：CAP 

 

電解コン：CAPPO 

 

 

ダイオード：DIODE 

 

ツェナーDI：ZENER 

 

LED：LED 

 

コネクタ：CONN 

 

 

トランジスタ：NPN 

 

電源：IDC 

 

電源：VDC 

 
 
 

C：コンデンサ 

L200：200mil 
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パッケージ名について 

パッケージの名称には、『名称/ピッチ』として登録されています。下図は登録されているパッケージの一

例となりまます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ピッチの違うものを検索したい時には、『C/L～』と mil単位でピッチを入力してください。 

その際『C/L500*』等末尾にアスタリスクを挿入すると良い結果がえられます。 

 

 

コンデンサ：C/L100/A 

 

C/L200/POL/B 

 

抵抗：R/L200 

 

R/L400 

 

 

CON/FRC10 

 

TO26/2 

 

TO92/3 

 

TO-LED/12 

 

 

DO/2/L100 

 

DIP8/300 

 

ソケット：SKT/DIP8/300 

 

RVAR3/A 

 

コンデンサ C/L 100の場合 

C：コンデンサ 

L100：100mil 
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RVAR2 

 

フォトカプラ：PC-4 

 

LCC8 

 

LCC28 

 

 

QFP44/C 

 

R/L99/SM 

 

SOIC14/150 

 

SOT23/3 

 

 

XT/L457/SM 
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2-2：既存部品の編集について 
 

部品を検索し近似する部品がある場合は、その部品を編集して使用します。 

部品を選択し、右クリックメニューから Edit Partを選択します。 

 
 

部品編集画面が開きます。 
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編集はメニュー編集から、シンボ

ル編集・パッケージ編集を選択し

ます。 

 
 

編集作業は部品手動作成を参照

ください。 

 
 

シンボル編集画面 

 
 
 
 

パッケージ編集画面 
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2-2-1：パッドスタック編集について 

パッドスタック編集は、メニュー編集/パッケージ編集から行います。 

 

例) 抵抗部品『RN50』のランドサイズ・ホールサイズを変更します。 

ランドサイズ 1.524mmから 1.016mmへ 

ホールサイズ 0.889mmから 0.6096mmへ 

 
 

ファンクションツールからプロパティを選択して、パッド上をクリックしプロパティを表示させます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

パッドスタック範囲選択 

 

まとめて選択する場合は、『Shift』キー

を押しながらクリック／クリックで変

更したいパッドを選択し、 

右クリックメニューからプロパティ/パ

ッド数を選択します。 
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現在使用されているパッドスタックは“＃2”となり、下のウィンドウに詳細が表示されます。 

(マスクサイズ 1.778、ランドサイズ 1.524mm、穴径 0.889mm) 

 

 
 
 

パッドスタック：空欄をクリックして、右に表示されるボタンをクリックします。 
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表示される画面から、変更するパッドスタックを選択し、『選択を承認』ボタンをクリックします。 

 
 

パッド名称について(ライブリ名：PADSTACK.PADSTACK内) 

 

P_RND_40_H24： 

 

P：リードピン用 

RND：ランド形状 

40：パッド直径 40mil=1.016mm 

H24：ホール直径 24mil=0.6096mm 

 

追加されたパッドスタックの詳細は、画面下部で詳細が確認できます。 

（単位をミリに変更してプロパティを開くとサイズがミリ表示と変わります。） 

 
 

  

ライブラリ 
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追加したパッドスタックをプルダウンメニューから選択すると、 

選択したものへとパッドが置き換わります。 

 

 

 

 

 

次にもう一つのパッドを変更します。 

２つ目以降の編集の場合は、パッドを

読み込む必要はなく、パッドのプロパ

ティを表示させ、プルダウンのメニュ

ーから追加したパッドスタックを選

択すると、パッドスタックが置き換わ

ります。 

 

 

 

メニューファイルから保存パッケー

ジ名前を付けるを選択します。 

 

名称：R/L400/Z 

ライブラリ名：@user 

 

検索トップへ登録にチェックを入れ

保存します。 
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次に編集した部品を新規保存します。 

 

画面下にある 

部品編集タブをクリックします。 

 
 

パッケージ詳細からパッケージを作成した『R/L400/Z』へ変更します。 

右のパッケージウィンドウが更新されます。 

 
 

 

メニューファイルから保存 部品 

名前を付けるを選択します。 

 
 

名称を入力します。(既存の名前は変

更します。) 

 

ライブラリ名：@User(任意)を入力

します。 

 
 

検索トップへ登録にチェックを入れ

保存します。 
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3.0：手動での部品作成方法 
 

下のような部品を手動にて作成を行っていきます。 

 

２．１ｍｍ 標準ＤＣジャック 基板取付用 ＭＪ－１７９Ｐ の作成（巻末に資料添付） 
 

 

プロジェクトエクスプローラーからライブラリを選択、ダブルクリッ

クします。 

 

 

 

ライブラリエディタが開きます。 

 

 

  



22 

 

3-1：シンボル作成 
シンボルを作成します。画面下にあるシンボルタブクリックします。 

PA(ピン番号)、エントリを表示は、メニュー表示からシンボルよりチェックを入れます。 

 
 

 
 

グリッド設定・スナップ設定を行います。 

 

グリッド：2.54mm 

スナップ：1.27mm  を使用します。 

 

 

線の作成をします。 

 

ファンクションツールからグラフィックアイテムの作成を選択、 

オプションツールから線の作成を選択します。 

 

ツールバーから線の種類と線の太さを選択します。 

 
(ツールバーに表示がない場合、メニュー表示からツールバー/サイズにチェックを入れます。) 

 
 

 

 

画面上でクリックします、カーソルへ線が置かれます。 

クリックして始点となり、もう一度クリックすると終点となりま

す。 

 

  

(部品詳細) 
 

(部品名称) 

(ピン番号) 
(エントリピン) 

1番ピン(+表示) 

座標(0,0) 

オプションツール 

ファンクションツール 
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次に長方形を作成します。 

オプションツールから長方形の作成 を選択して作画します。 

長方形は、左下が始点、右上が終点となります。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

次に線を 2箇所作成します。 

 

次に円弧を作成します。 

オプションツールから円弧の作成 を選択し作画します。 

画面上をクリック、カーソルへ円弧が置かれます。 

 
 
 

右クリックメニューから 90°回転を選択して円弧を回転させます。

(ファンクションキーF１で 90°回転が可能) 

 
 
 
 
 
 
 

円弧の上の点を合わせ、クリックします。 

終点をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同様にしてシンボルを作成します。 
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次にエントリを追加します。 

オプションツールからエントリピンの作成 を選択します。 

画面上をクリックするとカーソルへ置かれます。 

クリックして配置します。 

 
 
 
 
 
 
 

部品名称、部品詳細、ピンナンバー位置はファンクションツール移

動/回転 から位置の調整を行います。 

 
 
 
 
 
 

 

 

メニューファイルから保存 シンボル 名前を付け

るから保存します。 

 

シンボル名称：Dc_Jack 

保存するライブラリ名：@User 

 

検索トップへ登録にチェックを入れ保存します。 

 

 

  

エントリを入れ替える場合は、ファンクションツールからリナ

ンバエントリ を選択し、画面上をクリック、1番ピンから

順にクリックします 
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3-1-1：移動・コピー編集について 

この編集は、シンボルとパッケージ同様に行える内容となります。 

 

 

シンボルの移動・コピー 

 

移動はファンクションツールから移動/回転を選択し、データを選択し移動します。 

 

コピーはグラフィックアイテムのコピーを選択してデータを選択します。 

 

まとめて移動/コピーする場合は、クリック/クリックで範囲指定して行います。 

 

クイック編集 

 

その他の編集方法 

Ctrlキーを押しながらデータを選択します。 

カーソルをデータ上へ置き、表示が となる箇所をクリックすると移動が可能です。 

カーソル表示が となる箇所は伸縮が可能となります。 

編集が終了後 ESCキーを押し選択を解除します。 

コンタクトポイントを配置して移動 

 

ポイントを配置して指定箇所を指定位置へ移動が可能です。 

ファンクションツールからコンタクトポイント配置を選択します。 

オプションツールから P1を選択します。 

オプションツールからアイテム端に配置をオンにします。 

 

 
 

 
 

 
 

 

移動するデータの指定箇所をクリックします、ポイントが置かれます。 

 
 
 
 
 

オプションツールから P2を選択し、指定位置へ配置します。 

 
 
 
 
 
 

移動からクリック/クリックで範囲指定します。 

 
 
 
 
 
 

指定箇所へ移動します。 
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3-2：パッドスタックの作成 
画面下メニューからパッドスタックタブをクリックします。 

 
 

 
 
 

一つ目パッドスタックを作成します。 

1番ピン、長穴 1.0✕3.5mm、ランド 1.6☓4.1mm、マスク 1.8☓4.3mmを作成します 

 

 
 

 

下のように設定します。 

 

名称を入力します。 

ホール直径：3.5mm 

ホールカテゴリ：1 

(通常は 0となります。) 

 

部品/はんだマスクレイヤ 

形状：楕円 

長さ：1.8mm 

高さ：4.3mm 

 

部品/はんだパターンレイヤ 

形状；楕円 

長さ：1.6mm 

高さ：4.1mm 

 

内層レイヤ：無し 

 
 

をクリック 

右ウィンドウへ作画されます。 

 

をクリッ

クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の部品穴は長穴となります。 

 

ドリルデータの出力は円の形状のみとなります。 

 

基板作成依頼を行う場合は、長穴データ以外のドリルデータ

と長穴データのみのデータ出力を行い、出力データと共に製

造指示書において長穴の指示をします。 
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メニューファイル保存 パッドスタック 名

前を付けるを選択します。 

 
 

名称を入力 

保存するライブラリ名：@User 

 
 

検索トップへ登録にチェックを入れ 

保存します。 

 
 

 

  

 

サーマルパッド： 

ベタパターンと同電位となるパッド

スタック 

 

エアギャップ： 

パッドとベタとの絶縁幅 

 

 
 

 

サーマルパッドの編集は、オプショ

ンツールからサーマルパッド作成を

オンにして行います。 

 

エアギャップ 

ベタエリア 

サーマルパッド 
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同様にしてもう一つのパッドスタックを作成します。 

メニューファイルから新規パッドスタックを選択します。 

 

2,3番ピン、長穴 0.8✕3mm、ランド 1.4☓3.6mm、マスク 1.6☓3.8mmで作成します。 

 

 

下のように設定し、保存します。 

 

名称を入力します。 

ホール直径：3mm 

ホールカテゴリ：1 

(通常は 0となります) 

 

部品/はんだマスクレイヤ 

形状：楕円 

長さ：1.6mm 

高さ：3.8mm 

 

部品/はんだパターンレイヤ 

形状；楕円 

長さ：1.4mm 

高さ：3.6mm 

 

内層レイヤ：無し 

 
 

3-3：パッケージ作成 
パッケージを作成します。画面下にあるパッケージタブをクリックします。 

 
 

下画面が表示されます 

 
  

(部品詳細) 

(部品名称) 

(リファレンポイント) 

1番ピン，座標(0,0) 
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部品外形線を作成します。 

 
グリッド設定を行います。 

カーソルグリッド：1.0mm 

スナップグリッド：0.5mm 

 

 
 
 

 

レイヤ を選択します。 

 

ファンクションツールからグラフィックアイテム作成を選択、オプションツールから長方形

の作成を選択します。 

 

画面上をクリックするとカーソルへ置かれます。 

左下が始点、右上が終点となります、サイズ 9✕14.5mmの長方形を作画します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ctrl + クリックでデータを選択します。 

右クリックメニューからプロパティ/パッケ

ージアイテムを選択します。 

 
 

開始 X：-4.5 

開始 Y：-13.75 

※開始 XYの原点は図形左下となります。 

 

サイズ X：9.0 

サイズ Y：14.5 

 
 

 

 

オプションツールからパッド作成 を選択

し、パッドを追加します。(位置はプロパティ

から修正します。) 

 

 

原点(0,0) 

適当な大きさで作画し、Ctrl + クリックで選択し、右クリックメニュー

からプロパティを開き編集することも可能です。 

 

開始 XY 
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ファンクションツールからプロパティ

を選択します。 

 

パッドスタックをクリックします。 

作成したパッドスタックへ変更しま

す。 

 

『2-2-1:パッドスタック編集について

参照』 

 

 

 
 

 

同様にしてパッドスタックを変更します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位置の修正はプロパティから行います。 

 
 

2番ピンと 3番ピンの位置は下の位置へ修正します。 

 

2番ピン X：0 Y：-6.25 

3番ピン X：4.8 Y：-3.0、90°回転 

 
 
 

部品名称、部品詳細位置の移動は、ファンクションツール

移動/回転 から行います。 
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メニューファイルから保存パッケージ 名前を

付けるを選択します。 

 

名称を入力します。 

 

ライブラリ名(@User)を入力します。 

 
 

検索トップへ登録にチェックを入れ、保存しま

す。 

 

3-4：部品登録 
ピンの割当を行い、部品を登録します。 

画面下メニューから部品編集タブをクリックします。 

 
 

 

下記入力します。 

 

名称：DC Power Jack 

接頭辞：J 

 

 
 
 

詳細：2DC-0005X100 

 

 
 

メニューファイルからライブラリエ

クスプローラ表示を選択します。 

 

作成したパッケージを右ウィンドウ

へドラッグします。 
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同様に作成したシンボルを右ウィン

ドウへドラッグします。 

 

 
 

 
 

ピンアサインを行っていきます。 

メニュー編集からピンアウト編集を

選択します。 

 
 

メニュー編集からパッケージウィン

ドウ表示を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シンボルのピンを選択、対応するパッ

ケージのパッドを選択します。 

 
 

割当完了後、 

編集から部品詳細へ戻るを選択しま

す。 
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メニューファイルから保存 部品 

名前を付けるを選択します。 

 
 
 

名称、ライブラリ名を入力 

検索トップへ登録にチェックを入れ 

保存します。 

 
 
 
 

 
 
 

 

ライブラリエクスプローラから作成

した部品を確認します。 
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3-5：ドリルデータ(長穴)の出力について 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

製作データマネージャ、NCドリル出力コン

テンツにおいて、 

 

長穴以外の出力は、 

長穴を設定したホールカテゴリ 1のチェック

を外し、出力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長穴の出力は設定したホールカテゴリ 1のみ

チェックを入れ、出力し、別の名前で保存し

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出力したファイルをメモ帳で開き編集しま

す。 

 
 
 

基板作成を依頼するところへ 2つのドリルデ

ータと製造指示書(長穴の指示)と一緒に送り

ます。 
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4.0：部品作成ウィザードの使用について 
 

4-1：ピンヘッダ ２×１０［２０Ｐ］の作成（巻末に資料添付） 
部品 2.54mmピッチタイプ、ピンヘッダを作成します。 

 

4-1-1：パッケージの作成 
 

 

プロジェクトエクスプローラーからライブラリを選択、ダブルクリッ

クします。 

 

 

 

ライブラリエディタが開きます。 

 
 

画面下にあるパッケージタブをク

リックします。 
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メニューファイルから新規パッケージ作成

ウィザード使用を選択します。 

 

 
 

 
 

 

パッケージ名：Pin_Header_Sttip_20P 

 

パッケージタイプ：Dil_Dual LINE Connectors 

 
 
 
 

次へをクリック. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ピン数：20 

パッドスタック詳細：P_RND_70_H_40 

（次の項を参照ください） 

 

ピン間隔：2.54 

パッド間隔：2.54 

オリエンテーションモード：水平 

パッケージタイプ：PMD 

 
 
 

次へをクリック. 
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ホールサイズ、パッドスタックの確認をし、 

次へをクリック. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次へをクリック. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終了をクリック 

 

 

 
 

 

パッドスタック詳細の欄をクリック、右に

表示されるボタンをクリックします。 

 
 

パッドスタック選択・編集画面が開きま

す。 

パッドスタックはライブラリ

「PADSTACK.PADSTACK」を選択し、 

 

P_RND_70_H_40を選択します。 

(ランド 1.78mm、穴径 1.02mm) 

 
 

『選択を承認』をクリックします。 
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次に外形線を作成します。 

 

レイヤ を選択します。 

 

ファンクションツールからグラフィックアイテム作成を選択、オプションツールから長方形の

作成を選択します。 

 

画面上をクリックするとカーソルへ置かれます。 

左下が始点、右上が終点となります、サイズ 5✕25.4mmの長方形を作画します。 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

Ctrl + クリックで選択し、右ク

リックメニューからプロパテ

ィ/パッケージアイテムを開き

ます。 

 

開始 X：-1.27 

開始 Y：-1.27 とします。 

 
 
 
 
 
 
 

部品名称、部品詳細位置の移動

は、ファンクションツール移動

/回転 から行います 

 
 
 
 
 
 

メニューファイルから保存パ

ッケージ 名前を付けるを選択

します。 

 
 

名称、ライブラリ名を入力 

 

検索トップへ登録にチェック

を入れ保存します。 

 

  

適当な大きさで作画し、Ctrl + クリックで選択し、右クリックメニューか

らプロパティを開き編集することも可能です。 
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4-1-2：部品登録 

ピンの割当を行い、部品を登録します。シンボルは既存のものを使用します。 

画面下メニューから部品編集タブをクリックします。 

 
 

 

下記入力します。 

 

名称：Pin_Header_Strip_20p 

接頭辞：CON 

詳細：PH-2x10SG 

 
 

 
 
 
 

メニューファイルからライブラ

リエクスプローラ表示を選択し

ます。 

 

作成したパッケージを右ウィン

ドウへドラッグします。 
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シンボルは既存のものを使用し

ます。 

 

メニューファイルから 

ライブラリブラウザ表示を開き 

 

シンボルタブをクリック 

名称へ「CONN」入力して検索し

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検索結果からシンボルを選択、 

右クリックメニューからシンボ

ルの確認をします。 

 
 
 
 
 

シンボルを右ウィンドウへドラ

ッグします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集からシンボルグループを追

加します。 
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繰返し追加しグループを 20作

成します。 

 

 

 
 

 

 
 

 

ピンアサインを行っていきま

す。 

メニュー編集からピンアウト編

集を選択します。 

 
 

メニュー編集からパッケージウ

ィンドウ表示を選択します。 

 

メニュー編集から自動割り当て

を選択します。 

 
 
 

開始グループ，開始エントリ，

終了グループ，終了エントリ，

開始ピンを入力します。 

 

承認をクリックします。 

 
 
 

割当が完了します。 

 
 
 
 
 
 

割当完了後、 

編集から部品詳細へ戻るを選択

します。 

 

メニューファイルから保存 部

品 名前を付けるを選択しま

す。 

 

名称、ライブラリ名を入力 

 

検索トップへ登録にチェックを

入れ、保存します。 
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4-2：ＵＳＢ・シリアル変換ＩＣ ＦＴ２３２ＲＬの作成(巻末に資料添付) 
ＦＴＤＩのＵＳＢ・２３２変換チップを作成します。 

 
 
 

4-2-1：シンボル作成 
 

画面下メニューからシンボルタブをクリックします。 

 
 

 
 

メニューファイルから新規シンボル作成ウィ

ザード使用を選択します。 
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シンボル名を入力します。 

シンボルタイプ：一般 

 

次へクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エントリ数：28 

エントリ配置グリッド：2.54 

ターミナルライン長：2 

エントリネーム表示：オン 

 

エントリオリエンテーション：マニュアル、

上のみオフにします。 

 
 

次へをクリック 

 
 
 
 
 
 

エントリネームを入力し、配置する方向を設

定します。 

1.TXD 右 

2.DTR＃ 右 

3.RTS＃右 

4.VCCIO 左 

5.RXD 右 

6.RI＃ 右 

7.GND 下 

| 
| 
| 
| 

28.OSCO 左 

次へをクリックします。 
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ここでは、 

エントリのピッチを変更・修正が行えます。 

 

［エントリ 1、エントリ 2、nピッチ］ 

 
 
 
 

次へをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終了をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部品名称、部品詳細、ピンナンバー位置はフ

ァンクションツール移動/回転 から位置

の調整を行います。 

 
 
 
 
 
 

テキスト編集する場合は、ファンクションツ

ールからテキスト再編集を選択し、編集する

テキストを選択し行います。 
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メニューファイルから保存 シンボル 名前

を付けるから保存します。 

 

シンボル名称、保存するライブラリ名を入力

します。 

 

検索トップへ登録にチェックを入れ保存しま

す。 

 

 

4-2-2：パッドスタック作成 

パッドスタックの作成を行います。 

画面下メニューからパッドスタックタブをクリックします。 

 
 

下記のパッドスタックを作成します。 

マスク形状：長方形 

マスクサイズ 

長さ X ：0.55mm 

高さ Y：1.2mm 

 

部品パターン形状：長方形 

部品パターンサイズ 

長さ X：0.35mm 

高さ Y：1.0mm 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

名称：S_RCT_39X14 

パッドスタックタイプ：表面実

装部品(SMD) 

 

部品面マスクレイヤ 

パッドスタック形状：長方形 

長さ X ：0.55mm 

高さ Y：1.2mm 

 

部品パターンレイヤ 

パッドスタック形状：長方形 

長さ X：0.35mm 

高さ Y：1.0mm 

 

内層レイヤ、はんだ面レイヤの

チェックを外します。 

 

描画/作成クリックします、 

右ウィンドウへ描画されます。 

 

マニュアル編集へをクリック

します。 
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メニューファイル保存 パッ

ドスタック 名前を付けるを

選択します。 

 
 

名称、保存ライブラリを入力 

 
 

検索トップへ登録にチェック

を入れ保存します。 

 

4-2-3：パッケージ作成 

パッケージの作成を行います。 

画面下メニューからパッケージタブをクリックします。 

 
 

 

メニューファイルから新規パ

ッケージ作成ウィザード使用

を選択します。 
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パッケージ名：FT232RL 

パッケージタイプ：SOIC 

 
 
 

次へをクリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ピン数：28 

パッドスタック詳細：S_RCT_39X14、

作成したパッドスタックを選択します。 

 

ピン間隔：0.65mm 

パッド間隔水平：7.1mm 

パッケージ長：10.2mm 

パッケージ幅：5.3mm 

パッケージタイプ：SSOP 

 
 

次へをクリックします。 

 
 

 

 
 

 

次へをクリックします。 
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ここでは外形線の位置を調整できます。 

 

次へをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終了をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一番ピン上へ円を作画します。 

 

レイヤ

を選

択します。 

 

ファンクションツールからグラフィック

アイテム作成を選択、オプションツール

から円形の作成を選択します。 

 

画面上をクリックするとカーソルへ置か

れます、クリックして作画します。 

 

部品名称、部品詳細位置の移動は、ファ

ンクションツール移動/回転 から行

います。 
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名称、ライブラリ名を入力 

 

検索トップへ登録にチェックを入れ保存

します。 
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4-2-4：部品登録 

ピンを割当て、部品登録します。 

画面下メニューから部品編集タブをクリックします 

 
 

 
 

 
 

 
 

下記入力します。 

 

名称：FT232RL 

接頭辞：U 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニューファイルからライ

ブラリエクスプローラ表示

を選択します。 

 

作成したパッケージを右ウ

ィンドウへドラッグします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成したシンボルを右ウィ

ンドウへドラッグします。 
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ピンアサインを行っていき

ます。 

 

メニュー編集からピンアウ

ト編集を選択します。 

 
 

メニュー編集からパッケー

ジウィンドウ表示を選択し

ます。 

 

メニュー編集から自動割り

当てを選択します。 

 
 
 
 
 
 

開始グループ，開始エント

リ，終了グループ，終了エン

トリ，開始ピンを入力しま

す。 

 

承認をクリックします。 

 
 
 

割当が完了します。 

 
 

割当完了後、 

編集から部品詳細へ戻るを

選択します。 

 
 

メニューファイルから保存 

部品 名前を付けるを選択

します。 

 
 
 

名称、ライブラリ名を入力 

検索トップへ登録にチェッ

クを入れ保存します。 
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4-3：BGAパッケージMAX104の作成(巻末に資料添付) 
 

 

 
 
 

MAX104のパッケージは 25mm x 25mm、192端子のエ

ンハンスドスーパーボールグリッドアレイ(ESBGA™)で

す 

 

 

4-3-1：パッドスタック作成 

パッドスタックの作成を行います。 

画面下メニューからパッドスタックタブをクリックします。 

 
 

 
 

名称：S_RND_24 

パッドスタックタイプ：表面実装部品
(SMD) 
 

部品マスクレイヤ 

パッドスタック形状：円形 

直径：0.863 

 

部品パターンレイヤ 

パッドスタック形状：円形 

直径：0.6096 

 

内層レイヤ、はんだレイヤのチェックを

外します。 

 

『描画/作成』をクリック、 

『マニュアル編集』をクリックします。 
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メニューファイル保存 パッドスタッ

ク 名前を付けるを選択します。 

 
 

名称、保存ライブラリを入力 

 
 

検索トップへ登録にチェックを入れ保

存します。 

 

 
 

4-3-2：パッケージ作成 

画面下メニューからパッケージタブをクリックします。 

 
 

 

 

メニューファイルから新規パッケージ作成

ウィザード使用を選択します。 

 

 
 

 

パッケージ名：BGA_192P 

パッケージタイプ：グリッドアレイ
(PGA,BGA) 
 
 

次へをクリック 
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ピン数：192 

パッドスタック詳細：S_RND_24 

(作成したパッドスタックを選択します。) 

 

ピン間隔：1.27mm 

パッド間隔水平：1.27mm 

パッケージ長：25mm 

パッケージ幅：25mm 

最下段のピン数：19 

パッケージタイプ：BGAを選択、承認をク

リック 

 
 

次へをクリックします。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

次へをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでは外形線の修正が行えます。 

 
 

次へをクリックします。 
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終了をクリックします。 

 
 

 
 

 
 

部品名称、部品詳細位置の移動は、ファン

クションツール移動/回転 から行いま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニューファイルから保存パッケージ 名

前を付けるを選択します。 

 

名称、ライブラリ名を入力 

 

検索トップへ登録にチェックを入れ保存し

ます。 
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5.0：スクリプトによる部品作成 
部品作成を完了するために必要な手順を記述した 1 つのファイルです。スクリプトを作成して実行する

と、すべての手順が自動で実行されるため、時間と手間が大幅に節約されます。 

 

 
 

 

プロジェクトエクスプローラーからライブラリを選

択、ダブルクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニュー編集から『Edit Script』を選択します。 

 

 
 

 
 

Script Editor が開きます。 

 

編集を行います。 

[***] 内を入力します。 

 

( Part,[ パーツ名], [接頭辞], [詳細] 

    ( Package, [パッケージ名] 

       ( PwrGnd 

         [パッケージピン] ,[SPL＊] 

       )  

    )  

    ( Groups 

       ( [グループ名], [シンボル名] 

          ( Pinassignment 

             [パッケージピンナンバー], [シンボルエントリナンバー] 

          )  

       )  

    )  

 )  
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例) 

( Part, CON2P, J, コネクタ  

    ( Package, CON/LIST2 

       ( PwrGnd 

         PackagePin , PwrGndName 

       )  

    )  

    ( Groups 

       ( 1, CONN 

          ( Pinassignment 

             1, 1 

          )  

       )  

       ( 2, CONN 

          ( Pinassignment 

             2, 1 

          )  

       )  

    )  

 ) 

 

入力後、『Process』をクリックします。 

をクリックします。 

 

ライブラリエディタ画面へ戻ります、メニューファイ

ルから保存します。 

 

 
 
 

  

 

コピーは、 

コピーをする箇所を選択、

メニューEditから行います。 
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6.0：基板取付け穴の作成について 
取付穴は PCBレイアウトのパッドスタック作成において設定し使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PCBレイアウトからメニューツール/ビアパッドス

タックを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビアパッドスタック編集画面が開きます。 

ビアパッドスタック選択から設定するビアパッド

スタック選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスク、パターン、内層の寸法を『0』にします。 

 

一番上にある COMP.MASKを『0』にします、 

Shiftキーを押しながら全てのレイヤを選択すると

全てのレイヤが『0』となります。 
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下にあるホール直径を入力します。 

承認をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面メニューツールバーから設定した、パッドスタ

ックを選択します。 

 

 

 

 

 

メニューツールからパターンを選択します。 

オプションツールからビア編集、オプションツール

からビア作成を選択します。 

画面上をクリックするとカーソルへ置かれます。ク

リックして配置します。 

 

移動する場合は、オプションツールのビア作成をオ

フにして、クリックして選択、移動します。 

 

 

 

 

穴の表示を行う場合は、 ホール表示をオンにし

ます。 
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7.0：課題 
次の部品の作成を行ってください。 

ＡＶＲマイコンＡＴＭＥＧＡ３２８Ｐ－ＡＵ  

高性能低消費電力ＡＶＲ８ビットコアのマイコンです。 

 
 
 
 

 
B 0.3 

D 9.0 

D1 7.0 

E 9.0 

E1 7.0 

e 0.8 
 

 
マスクサイズ：0.7x1.05 

パターンサイズ：0.5x0.85 

 

 

 
 

パッケージウイザードは「QFP」を使用 
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3 Device Pin Out and Signal Description 

3.1 28-LD SSOP Package 

Figure 3.1 SSOP Package Pin Out and Schematic Symbol 

 

3.2 SSOP Package Pin Out Description 

Note: The convention used throughout this document for active low signals is the signal name followed by 
a # 

Pin No. Name Type Description 

15 USBDP I/O 
USB Data Signal Plus, incorporating internal series resistor and 1.5kΩ pull up 
resistor to 3.3V. 

16 USBDM I/O USB Data Signal Minus, incorporating internal series resistor. 

Table 3.1 USB Interface Group 

 

Pin No. Name Type Description 

4 VCCIO PWR 

+1.8V to +5.25V supply to the UART Interface and CBUS group pins (1...3, 5, 6, 
9...14, 22, 23). In USB bus powered designs connect this pin to 3V3OUT pin to 
drive out at +3.3V levels, or connect to VCC to drive out at 5V CMOS level. This 
pin can also be supplied with an external +1.8V to +2.8V supply in order to drive 
outputs at lower levels. It should be noted that in this case this supply should 
originate from the same source as the supply to VCC. This means that in bus 
powered designs a regulator which is supplied by the +5V on the USB bus should 
be used. 

7, 18, 
21 

GND PWR Device ground supply pins 

USBDP

USBDM

3V3OUT

GND

RESET#

VCC

GND

NC

AGND

TEST

OSCI

OSCO

CBUS1

CBUS0

TXD

RTS#

RXD

DTR#

VCCIO

RI#

GND

NC

DSR#

DCD#

CTS#

CBUS4

CBUS2

CBUS3

1

14 15

28

FT232RL

A

G

N

D

G

N

D

G

N

D

G

N

D

T

E

S

T

25 7 18 21 26

3V3OUT

VCCIO
4

17

NC

RESET#

NC

24

19

8

TXD

RXD

RTS#

CTS#

DTR#

DSR#

DCD#

RI#

1

5

3

11

2

9

10

6

CBUS0

CBUS3

CBUS2

CBUS1

23

22

13

14

20

16

15
USBDP

USBDM

VCC

OSCI
27

OSCO
28

CBUS4
12

F
T

D
I

F
T

2
3
2

R
L

Y
Y

X
X

-A

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X
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9 Package Parameters 

The FT232R is available in two different packages. The FT232RL is the SSOP-28 option and the FT232RQ 
is the QFN-32 package option. The solder reflow profile for both packages is described in Section 9.5. 

 

9.1 SSOP-28 Package Dimensions 

 

Figure 9.1 SSOP-28 Package Dimensions 

 

The FT232RL is supplied in a RoHS compliant 28 pin SSOP package. The package is lead (Pb) free and 
uses a „green‟ compound. The package is fully compliant with European Union directive 2002/95/EC. 

This package is nominally 5.30mm x 10.20mm body (7.80mm x 10.20mm including pins). The pins are 
on a 0.65 mm pitch. The above mechanical drawing shows the SSOP-28 package.  

All dimensions are in millimetres. 

The date code format is YYXX where XX = 2 digit week number, YY = 2 digit year number. This is 
followed by the revision number. 

The code XXXXXXXXXXXX is the manufacturing LOT code. This only applies to devices manufactured 
after April 2009. 
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±5V, 1Gsps, 8-Bit ADC with 
On-Chip 2.2GHz Track/Hold Amplifier

Maxim cannot assume responsibility for use of any circuitry other than circuitry entirely embodied in a Maxim product. No circuit patent licenses are
implied. Maxim reserves the right to change the circuitry and specifications without notice at any time.
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(The package drawing(s) in this data sheet may not reflect the most current specifications. For the latest package outline information,
go to www.maxim-ic.com/packages.)
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